














































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 田中芳明    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：木曜日 （月３回） 
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◆次回の例会◆ 令和 4 年 5 月 26 日（木） 鎌倉日帰り旅行 集合：7：15 埼玉りそな銀行岩槻支店前 

 

皆様こんにちは！ 

2～3日前にネットにあった記事 

のことをお話ししたいと思います。 

あくまで企業による統計ですが、 

「日本一幸せな街」は埼玉県の鳩 

山町になったそうです。 

埼玉県に長年住んでいるはずなの 

に読み方がよくわからずに調べてしまいました。「はとや

まちょう」ではなく「はとやままち」です。正確には「埼

玉県比企郡鳩山町」です。人口は僅か 14000人ほどの小さ

な町です。高齢化率は全国平均の 29.1％を大きく上回る

45.5％、関越道は近くにありますが鉄道は通っていなく、

埼玉の陸の孤島と呼ばれているそうです。 

それなのに何故「日本一幸せな街」なのかというと、まず、

人間が生活の幸せを感じるにあたって、住む場所や建物は

幸福度には関係がないそうです。よく昔から、住めば都と

はよく言ったものです。人間が生きていくうえで幸福を感

じるには、「生きがいを持つこと」、「社会参加をすること」、

「健康であること」、この 3 つが大切だそうです。鳩山町

はこの 3 つを行政が後押しすることにより健康寿命が延

び、結果として介護費用などが抑えられ、その予算で待機

児童をゼロにしたり、住民の高校生までの医療費無償化を

目標に老若男女問わず幸せである街づくりを推進するこ

とにより「日本一幸せな街」になったそうです。どのよう

なことであれ各個人が生きがいを持つことが非常に大切

なのは納得できます。 

私達ロータリークラブは奉仕活動をする団体です。本年

度の RI 会長シェカール・メータ氏は、みんなの人生を豊

かにするために奉仕することを生きがいとして活動され

ている方です。私自身、人生の幸福度を上げる為にロータ

リーを通じて又、ロータリアンでなくなったとしても人々

に対して奉仕活動をすることに対して生きがいを持ち、社

会に参加し続けられるように行動していければと考えて

います。 

 

田中年度 第２４回         通算第２７６９例会        令和４年５月１９日 
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会長挨拶   第 59代会長 田中芳明 

1. RI第 2770地区 YouTube動画 

「みらいの扉―まっチャンネルー」 

のご案内が届いております。 

下記ＱＲコードをお手元の端末に 

て読み取ってご覧いただけます。 

 

 

 

 

 
 

2. ハイライトよねやま Vol266 がロータリー米山記念

奨学会より届いております。 

3. 大宮北 RC、大宮東 RC、岩槻東 RC、大宮北東 RC か

ら週報が届いております。 

以上 3点 よろしくお願いいたします。 

 

 

幹事報告         幹事 小田光司 
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さて、本日の例会は中村会員、田口会員による、青少年

奉仕関係の卓話となっています。 

岩槻ＲＣは米山や青少年交換など青少年とかかわる事業

を現在、あまり行っておりません。以前、体験された会員

よりお話をお伺いすることにより入会年度が浅い会員が

身近に感じることができればと考えています。本日はどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インターアクト・青少年交換卓話 

発行：会報・広報委員会   副委員長 内藤 明  委員  中村 正  田畑寛樹  岡野育広 

 

         

        卓話者 田口雅弘 会員 
 

 

 

 

私が入会した平成 17年頃、留学生の送り出しや受入、

第 3750地区との日韓青少年交換事業（正月が明けた頃に

韓国の学生を受け入れ、春休みのタイミングで日本のイ

ンターアクトクラブ生が訪韓）、また、江原弘パスト会長

（2004-2005）の年に締結した姉妹クラブである桃園経国

クラブに、中村正会長年度（2008-2009）にはうちの子供

も行かせてもらったりと、海外との交流がありました。

会員の数が少なくなってくると、そういった奉仕活動も

少なくなってしまうというのが現状で、8 年間近く留学

生交換事業はありません。 

 

 私が会長を務めさせて頂きましたクラブ創立 50 周年

（2012～2013）の年に、米山奨学会から留学生の受け入

れ要請がありまして、中国・雲南省出身のソシン君を岩

槻ロータリークラブでお世話する事になりました。専任

のカウンセラーは松永豪会員の御父様である元会員の松

永兼治さんが務めてくださいましたが、当代の会長とし

て私もシン君と交流を深めることが出来ました。 

皆さんご存知のとおり、米山記念奨学生を受け入れる

ためには、米山記念奨学会への寄付額が目標額（会員 1

人 25,000円×会員数／年）に 100％達成していなければ

なりません。ここ数年、岩槻ロータリークラブの寄付額

は 100％に満たない事、そしてコロナ禍もあり留学生の

受け入れが無いということです。 

 

以前、何回か青少年交換の話が出たかと思いますが、

一つのクラブでその学生さんの生活を 1 年間みるのは難

しい。しかし、米山奨学生の場合はすでに生活の拠点を

持ち、指定校の最終学年もしくはその 1 つ前の学年に在

籍している正規留学生が対象です。月に一度、米山記念

奨学会からの奨学金（学部課程 10 万円/月、修士・博士

課程 14 万円/月）を例会時にクラブから留学生本人に授

与し、その活動報告を聞き、交流を深めることができま

す。 

日本に滞在している外国人留学生はアルバイトをして

学費や生活費を賄っている場合が多いと思います。この

コロナ禍で飲食店のアルバイトがなくなり退学するしか

ない学生も問題になっていました。そんな中、月々10万

円・14万円の奨学金は彼らにとって大きな助けになりま

す。 

シン君の場合は、大塚製薬の奨学金をもらって長崎大

学で学んだ後、東京理科大学に入学し、ロータリーの米

山奨学生の試験に合格して岩槻ロータリークラブがお世 

 

話することになりました。 

就活や卒業論文に大きな時間を掛けなければならない学

生最後の一年間に得られる奨学金は、我々が思っている金

額以上に留学生からすると多大なお金だとよく言われま

す。米山奨学生が卓話に来て、奨学金のありがたさに思わ

ず涙を流してしまう姿を見ると、自分たちの寄付が役立て

られているのを身近に感じます。 

米山奨学生世話クラブとしてのサポートが終わった後

も、自動ドアを製造するナブコシステム株式会社に就職し

たシン君の配属先・大垣工場が私の取引先から近い事もあ

り、付き合いが続きました。2年前にナブコシステムを退

職したシン君は今、都内に住んで日本と中国の架け橋にな

るためＮＰＯ法人で働いています。 

 

同世代の子供がいる家庭にとって、外国人留学生との接

点は子供の教育に大きな影響を与えられると思います。ま

してやコロナ禍において海外との距離が遠くなっている

今日、違う文化に触れる機会は子供にとってとても良い刺

激になります。 

大人だけの家庭に学生を受け入れるのは難しい事もあ

るかと思いますが、留学生と同世代の子供がいる家庭だ

と、子供同士で交流する中で海外や英語に興味を持った

り、良い影響も受けるかと思います。 

米山奨学事業は寄付をすることで自分も、自分の家族も

前向きな国際奉仕活動に繋がっているのかなと感じます。 

 

創立 50周年の時に中国からシン君のお母さんをお迎え

した時のことです。シン君がお母さんを日本に入国させる

ため、中国大使館や入国管理局に必要書類と一緒にクラブ

の年度計画書を提出したところ、ロータリーは世界的に認

知されている団体ということでスムーズに審査が通り、普

通より短時間で入国許可が下りたことで、シン君のお母さ

んも大変喜んでおりました。 

 

米山記念奨学事業や青少年交換はとっかかりはハード

ルが高く感じるかもしれませんが、機会が出来た時に一歩

踏み出すと自分にとっても大きな成長を感じられる意義

ある奉仕です。日韓青少年交換については近年、反日問題

などもありますが、日本にやって来る生徒たちは一生懸命

日本の歴史や文化を勉強している素直な子供達です。 

今後、留学生受け入れの話が出た時には、少しだけ前向き

に考えて頂けたらいいのかなと思っております。 

 本日はこのような卓話の機会を与えて頂きまして、あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソシン君（2012～13）    ソシン君とお母様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話者 中村 正 会員 
 

 

 

 

国際ロータリーの青少年支援 
ロータリアンの責務は、年齢 30歳までの若い人すべてを含

む青少年の多様なニーズを認識しつつよりよき未来を確実

なものとするために青少年の生活力を高めることによっ

て、青少年に将来への準備をさせることです。 

全てのクラブと地区は、青少年の基本的ニーズを支援する

プロジェクトに着手するよう奨励されています。基本的ニ

ーズとは、「健康、人間の価値、教育、自己開発」です。 

 

インターアクト・青少年交換卓話 

 

◆次回の例会◆ 令和 4 年 5 月 26 日（木） 鎌倉日帰り旅行 集合：7：15 埼玉りそな銀行岩槻支店前 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：会報・広報委員会   副委員長 内藤 明  委員  中村 正  田畑寛樹  岡野育広 

 

出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

28 11 1 4 57.14％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 15,000 円 

年間累計額 549,000 円 

 

小田光司 中村会員、田口会員、卓話よろしくお願い致しま 

す。 

小林利郎 卓話よろしくお願いいたします。 

小林佑次 卓話よろしくお願いします。 

田口雅弘 よろしくお願いします。 

田中芳明 青少年卓話楽しみにしています。宜しくお願い致 

します。 

田畑寛樹 皆様こんにちは。中村会員、田口会員、卓話楽しみ 

にしております。皆様本日も何卒宜しくお願い申 

し上げます。 

出山知宏 よろしくお願いします。 

内藤 明 中村さん、田口さん、卓話楽しみにしてます。 

中村 正 卓話させていただきます。 

三浦宣之 卓話よろしくお願いします。 

スマイルＢＯＸより 

リモート出席でのスマイル送金  埼玉りそな銀行岩槻支店 (普)1445466 岩槻ロータリークラブ 

会長 張玉春 様   会長エレクト 陳永來 様 

（Yuly）                   （PE Steven） 

2022 年 5 月 4 日桃園経国ロータリークラブ創立 21 周年

記念式典が開催されました。誠におめでとうございます。 

写真提供：鈴木隆会員 

 

姉妹クラブ 桃園経国ＲＣ21 周年 

 


